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インドと日  橋となるキ」パーツ  
日本航空が医薬品輸送   アイスバッテリーシステム  
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膳、試薬といった小口・少i  物品の輸送時に電力を使わずに温度・湿度を高精度で  

管理する「アイスバブテリーシステム」が日本とインド  

をフなぐキーパーツとして注目を集めている。同システ  

ムを生み出したアイ：ティー・イ、－、▼（ITモ：、東京都千  

代田区）のバンカジ・ガルグ社長は「（出身地の）イン  

ドと日本の架け橋となる」という。その日叩こ向かって  

日本航空と埠携、 

送に、共同で同システムを展開している。  
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